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　thyroglobulin（TG）抗体は赤血球凝集反応（TRC）

および沈降反応（PT）で測定されているが，今回Ra’

dioimmunoassay（RIA）法で検討した．ヒトTGを

DEAEカラムで精製し，これを1251で標識し比放射能

100μCi／μ9程度のものをえた．被検血清にこのTGを

混じCellulose・acetate膜で電気泳動すると，　PT陽性

例ではγ・glob分画に約5～50％（正常人対照3％以下）

をみとめ，TG抗体をこの方法でも確認した．　しかし

TRC陽性例では殆んどγ一glob，への結合はみとめられ

なかった．そこで感度の良いRIA法を検討した．被検

血清0．005ml～0．01　mlに抗原TGを加え，　pH　7．　8，

0．15M，　phosphate　bufferにて1mlとし，2日間5°C

で保生後，第二抗体（Coombs血清）法にて結合％oを測

定した．正常ヒト血清では10％以下の結合を示したが，

TRC高値の場合には10％以上の値を示し，　PT陽性例

では殆んどの例で20～40％の結合がみられた．このRIA

法で測定したTG抗体価とTRCとは割合良い相関関

係がみとめられた．また一般に哺乳動物のTGは交叉

反応があるので，in　vivoで1251をマウスに注射して標

識マウスTG〔比放射能0．1μCi／μg（8万g遠心上清

分画の蛋白量）〕を作り，　これを用いて同様の検討を行

なった．上記の電気泳動法でも，RIA法でもヒトTG

の場合と同程度臨床的応用が出来るのを確認した．上記

の方法は従来のTRC法に比べると血清の倍数稀釈等

をする必要がなく非常に簡単である．

　次にTG抗体がないことを確認した被検血清中のTG

量を上記の1251一ヒトTGまたは125工・マウスTGを用

いて検討した．TG抗体としては橋本病の血清またはウ

サギ抗ヒトTG抗体を用いて第二抗体法で行なった．

この場合TG量1ngまでが測定可能な標準曲線がえら

れた．このRIA法を用いて甲状腺から血中に漏出して

いるTGの量を測定した結果を報告する．
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　われわれは昨年の本学会においてプラスチック製

microtiter　plateを用い，　direct法による，　Solid－state

radioimmunoassayによる血中Thyroglobulin濃度の

測定法を報告した．今回はこの方法により測定した臨床

成績と　Thyroglobulinの代謝に関して若干の知見を得

たので報告する．

　血中Thyroglobulin濃度は正常者21例を測定しその

値は100　ng／ml以上に分布し，平均22±21（S．　D）ng　／”

m！であった．Graves’diseaseでは一般に高値を示し

た．甲状腺手術直後例では10μg／mlの異常高値のもの

があり，手術およびアイソトープ治療とThyroglobulin

濃度並びに血中抗体の出現との関連性につき検討中であ

る．

　Hashimoto’s　thyroiditisでは一般に低値或は測定感

度以下であるが，抗Thyroglobulin抗体価の高い症例＾

においても低値ながら血中Thyreglobulin量を測定し

えたものがあり，血中抗体存在下における血中Thyro・

globulinの状態に関して興味がもたれる．

　Thyroglobulinの代謝はルゴールを1m1／day検査前

日より終了まで投与し甲状腺をブロックして実施した．

1311標識の精製Thyroglobulin　10μCiを静注投与し，

全身放射線量をwhole　body　counterで測定すると共・

に，血中，尿中の放射線量を経時的に観察した．検索し

得たGraves’s　disease，　Hashimeto’s　thyroiditisの各1

例における成績は，全身放射線量の観察では1311・Thyro－

910bulinの代謝は早く半減期は約12時間であった・一

方血中での減衰は早く，一相の半減期は3時間以内と極

めて早くその後はなだらかな代謝』を示した．

　Hashimotois　thyroiditisは多相性の変化がうかがわ

れ，いくつかのCompartmentに分け得るか検索中で

ある．

　なおThyroglobulinの全身の代謝速度と血中抗体の

有無およびThyroglebulin濃度との関連性につき検討

中である．
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